
彩の国さいたま人づくり広域連合 政策情報誌

彩の国さいたま人づくり広域連合は、
地方が主役となる分権時代の「人づくり」を目指して、埼玉県と県内全市町村が設立した
地方自治法に基づく「広域連合」（特別地方公共団体）です。
「人材開発事業」「人材交流事業」「人材確保事業」を３本柱として事業を展開しています。
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シェアリングエコノミーの今日的意義と課題 千葉商科大学
人間社会学部教授 伊藤　宏一

地方自治体における
政策実現型クラウドファンディングの効果

大阪市立大学大学院
都市経営研究科教授 佐野　修久

自治体の活用事例から見るシェアリングエコノミーについて
（「シェアリングエコノミー活用推進事業」等の取り組みから）

大和総研
経済調査部主任研究員 市川　拓也

シェアリングシティの展望
海外事例とデータ活用の視点を交えて

武蔵大学
社会学部教授 庄司　昌彦

シェアリングエコノミーの普及に向けた様々な取組 一般社団法人シェアリングエコノミー協会
事務局長 石山アンジュ

シェアリングエコノミーを活用した
遊休不動産の活性化について

株式会社スペースマーケット
代表取締役社長 重松　大輔

地域共生社会の実現にむけたSB支援のまなざし
ソーシャルビジネスを通して社会関係資本を豊かにする

社会情報大学院大学
広報・情報研究科教授 坂本　文武
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